
令和７年２月10日
岩手県環境生活部環境生活企画室
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 岩手県における気候の現状と将来予測

 気候変動への適応とは

 岩手県の分野ごとの影響と気候変動への適応策

 本日のまとめ
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約60年前（盛岡市）
写真提供：梅野克雄さん
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近年の高松の池（盛岡市）
写真提供：梅野克雄さん
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図２ 盛岡の年平均気温の推移
（図の細線（灰色）は各年の年平均気温（℃）、青
線は5年移動平均値、直線（赤）は長期変化傾向
を表す）

出典：盛岡地方気象台提供データ

図１ 全国の過去の年平均気温偏差の
経年変化

出典：気象庁HP
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図４ 盛岡の夏日（日最高気温25℃
以上）の年間日数の推移
（折線は5年移動平均値、直線は長期変化傾向
を表す）

変化率：1.5日/10年

信頼度水準99％で有意

図３ 全国の日最高気温30℃以
上（真夏日）の年間日数の経年変化

出典：盛岡地方気象台提供データ

出典：出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）
（気象庁作成，https://adaptation-
platform.nies.go.jp/map/national/index_past.html）

変化率 1.6日/10年
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出典：岩手県の気候変動（盛岡地方気象台・仙台管区気象台 2022年2月）
https://www.data.jma.go.jp/sendai/knowledge/climate/change/leaf/iwate_l2022.pdf
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出典：岩手県の気候変動（盛岡地方気象台・仙台管区気象台 2022年2月）
https://www.data.jma.go.jp/sendai/knowledge/climate/change/leaf/iwate_l2022.pdf

４度上昇シナリオ
追加的な緩和策を取らなかった世界であり得る

気候の状態であるRCP8.5シナリオ

２度上昇シナリオ
パリ協定の２℃目標が達成された世界で
あり得る気候の状態であるRCP2.6シナリオ
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出典：岩手県の気候変動（盛岡地方気象台・仙台管区気象台 2022年2月）を基に岩手県が編集
https://www.data.jma.go.jp/sendai/knowledge/climate/change/leaf/iwate_l2022.pdf

４度上昇シナリオ
追加的な緩和策を取らなかった世界であり得る気候

の状態であるRCP8.5シナリオ

２度上昇シナリオ
パリ協定の２℃目標が達成された世界であり得る

気候の状態であるRCP2.6シナリオ
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出典：気候変動適応情報プラットフォームを岩手県が加工して作成
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 令和５年３月改訂の第２次地球温暖化対策実行計画
の第７章を、気候変動適応法第１２条に基づく「地域
気候変動適応計画」として位置づけ。

 岩手県の気候変動の影響と将来予測を整理し、その
適応策を策定（7分野）
①農業、森林・林業、水産業 ②水環境・水資源

③自然生態系 ④自然災害・沿岸域

⑤健康 ⑥産業・経済活動

⑦県民生活
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農業、林業、水産業

健康
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影響が確認されるようになってきている

 水稲
胴割粒

 ほうれんそう
夏の高温による生育停滞

 たばこ
雹による茎や葉の損傷

 りんどう
花弁の着色不良

 寒冷地牧草
夏の高温・乾燥による生育停滞
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【胴割粒】
これまでの試験等から、出穂後約10
日間の最高気温が32℃以上で発生
が増加することが知られている。

出典：岩手県農林水産部農業普及技術課資料

出典：農林水産省 令和３年地球温暖化影響調査レポート
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka
/attach/pdf/report-54.pdf



 日焼け果
 強い日差しが当たること、果
実表面温度が極端に高くなる
ことで生じる

 収量が減る

遮光による対策
細霧冷房

 高温下での着色不良

高温でも色づきの良い品種
の育成

 例 紅いわて
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㈲サンファーム 提供



 現状
・ サケ、サバ、イワシ等の漁獲量の減少

・ ブリ、サワラの暖水系回遊魚の漁獲量は増加

 将来予測
・ 海洋生物種の世界規模の分布の変化や生物多様性の低減を

指摘する報告がある

・ 日本周辺海域においても、サケ等で分布回遊範囲

及び体サイズ変化に関する影響予測が報告されている

・ 典型的な冷水性魚種のサケは、地球規模で海水温が上昇した

場合、その分布域は本県よりも北方へ移動すると予測されている
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https://www2.suigi.pref.iwate.jp/wp-content/uploads/2021/03/20210312result001.pdf

出典：令和2年度岩手県水産試験研究成果等に係る要旨の公開について
報告（１）令和２年度のサケの回帰状況 清水勇一（岩手県水産技術センター漁業資源部）
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 平成16年度以降、太平洋側を中心に日本のサケ来遊数
が減少
・ 岩手県沿岸では春季の高水温化により稚魚の生残率が低下

・・・海流の影響もある

・ 度重なる自然災害（H23東日本大震災、H28台風10号）による
ふ化場被害での放流数の減少

 適応策
秋サケの資源変動要因や飼育放流技術に関する研究

・ 岩手県沿岸におけるサケ幼稚魚の分布状況の把握

・ 最適餌料の探索、適期適温サイズ放流の検討（大型稚魚放流）等
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 熱中症搬送者数が増加す
ると予測。
・ 夏の高温化など気候風土
の急速な変化に対して、特
に高齢者が順応できるかど
うかについても懸念される。
・ 児童生徒の学校生活にも
大きく影響し、体育・スポー
ツ活動のみならず、文化部
活動や屋内での授業中にお
いても熱中症の発生が懸念
されている。
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム
https://adaptation-platform.nies.go.jp/map/Iwate/
index.html



 適応策（熱中症予防の普及啓発）
・ 庁内関係課、市町村等に対する通知

・ 熱中症予防に係る周知

・ ホームページ等を通じた県民への熱中症予防の普及啓発

と注意喚起の実施
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（R3～）
 熱中症警戒アラート※の発令状況
・ 令和３年度は、7日間
・ 令和４年度は、発令なし。
・ 令和５年度は、22日間
・ 令和６年度は、３日間

【法改正に伴う対応】
（R6～）
 熱中症警戒情報（熱中症警戒アラート）の法定化
 熱中症特別警戒情報の新設
 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）の指定
 熱中症対策普及団体の指定

21

※出典：環境省熱中症予防情報サイト
https://www.wbgt.env.go.jp/alert_record_2021.php

市町村の
努力義務



 気候変動の影響は避けられない
・ 被害を低減する対策、影響に対処する「適応」が必要

・ 気候変動の影響に積極的に向き合い、新たなビジネスにつ
なげるなどの「適応」もある

 気候変動の「緩和（温室効果ガス削減）」と「適応」を
両方進めていきましょう！
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/
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出典：A-PLAT KIDS（子供向け）
「こんにちは、適応策」
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/everyone/
school/index.html

A-PLAT KIDS 「こんにちは、適応策」
・気候変動適応に関する子供向け
サイト
・小学校4年生以上が読めるように
ふりがな付き



 気候変動影響及び気候変動適応に関する情報の収集、
整理、分析及び提供並びに技術的助言を行う拠点
（気候変動適応法第13条）
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https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/gx/1067444/index.html
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エコわんこきょうだい

岩手県環境生活企画室
グリーン社会推進担当 坂本

TEL：019-629-5349
E-mail：AC0001@pref.iwate.jp


